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１．研究報告 

本研究を通じて、ハコネサンショウウオ属に寄生するアンジオストマ線虫は、陸生腹

足類に寄生するアンジオストマ線虫と遺伝的に異なる系統であることが明らかとなり、

新属シュードアンジオストマを設立することができた。GM 法を用いた詳細な形態解析

の結果、ハコネサンショウウオ属寄生種は陸生腹足類寄生種と口腔及び口腔壁の形

状が有意に異なったが、その他の形態特性は属レベルで非常に類似していた。即

ち、免疫系及び生息地が大きく異なる宿主を利用する異なる系統の線虫間で、他人

の空似が生じていると考えられた。分子系統解析から、アンジオストマ属は他の陸生

腹足類寄生種も含めて、陸生腹足類間での宿主転換や共進化を経て多様化してきた

グループであると推測された。一方、シュードアンジオストマ属は、寄生生活種より自

由生活種が主な分類群と姉妹群を形成したことから、自由生活種から直接サンショウ

ウオを宿主として獲得し、寄生生活に移行した可能性が示唆された。また、姉妹群を

形成したラブディティス属とシュードアンジオストマ属は、形態的には明らかに別属、別

科と識別されることから、寄生生活への移行に伴う何らかの選択圧により、アンジオスト

マ属に似た形態特性を獲得したことが疑われた。今回は抽出濃度など複数の要因に

より、集団遺伝子解析の結果が振るわなかった。そのため、今後は遺伝子構造の解析

に取り組みながら、線虫で生じる他人の空似のメカニズムの解明に励んでいきたい。 
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